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1、オンライン患者会開催 
日時：2022 年 3 月 26 日(土) 13:00～15:00 
場所：Web 開催 
内容：茶話会 
参加者：患者・家族～県内 3 名 県外 2 名 
    ボランティアスタッフ～パンキャン沖縄支部 6 名（看護師・薬剤師・栄養士） 
               パンキャン神奈川支部 1 名（オンラインサポート） 
               某病院より、放射線科医師 1 名 看護師 1 名 
実際の内容：自己紹介後に相談・悩み等に対応、お互いの生活から工夫したことなどを語り

合った。 
     ・治療の抗がん剤の副作用について～薬剤師・看護師・参加者より回答 
     ・膵臓がんの放射線治療について～放射線科医師より回答 
     ・中高生の子供に対する対応について～参加者より回答 
     ・食欲がないときの対応～栄養士・参加者より回答 
     ・オンラインでの顔と名前を出すことに抵抗のあった入院中の患者に対し、 

入院施設の看護師 1 名が、オンラインサポート共に一緒に参加してくださり 
本人に代わって、相談を行うことができた。 

     ・オンラインでの開催であったが、会話が途切れることなく、スムーズな流れで 
終了した。 

参加者の感想：A 様より、同じがんで、がんばっておられる皆さんのお話を直接伺え、とても

励みになりました。特に、母親の立場で、子育てをしながら治療をうけているお話はとても元気

をもらいました。 

 B 様より、いままでいくつかの患者会に参加しました。パンキャンの患者会はほんとうにしっ

かりしていて、昨日も感心いたしました。特に沖縄は医療従事者が多く頼りになりました。 

課題：対面でのサロン開催時は申込者が多くあったが、オンライン開催は新規での県内参加

者は 0 名であった。県外からは毎回 2 名以上は新規で申し込みがある状況。 
県内患者へオンライン開催時のサポートは、必須であり、サポートシステムを検討していく。 
今回、病院から医療者が参加し、患者のオンライン等のサポートを行っていただけた。今回

のように、患者会が病院等と協働していくことができれば、患者・家族をとりこぼさず、患

者サロン参加へと促していけると感じた。 
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2、今年度活動予定 
膵臓がん早期発見に向けて 
令和 3 年度第 4 回沖縄県がん診療連携協議会において、沖縄県の膵臓がん早期発見率がワ

ースト１であることの報告を受けた。 
また、沖縄県内での膵臓がん罹患者は、年々少数であるが増加傾向であり、死亡数は男女と

もに 4 位となっている（沖縄県がん登録事業報告：平成 30 年症例）。 
 
本年度、東京本部および支部の 5 か所で、「尾道方式」の JA 尾道総合病院 副院長 花田

敬士先生を招聘し、膵臓がん早期発見シリーズを開催予定。 
●『膵臓がん早期発見セミナーシリーズ 2022 年』 
4 月 30 日（土）膵臓がん早期発見―花田先生・行政・臨床医による「尾道方式」の詳細 
5 月 29 日（日）膵癌研究の最前線と神奈川で進む早期診断プロジェクト 
8 月 21 日（日）大阪の早期発見プロジェクト―チェックリストと拾上げ 
9 月 18 日（日）沖縄の膵がん早期発見と地域の課題 
10 月 23 日（日）東北大学－加速する研究と個別化医療 
形式：オンラインセミナー（Zoom で開催予定） 
 
沖縄支部でも、沖縄県での膵臓がん早期発見啓蒙活動において、 
１．県民自身による検診時のエコー検査を自己申告 
２．沖縄県内の医療機関において、膵臓がん早期発見にむけてのエコー検査増加 
となることを目指したい。 
 
要望 
地域の医療機関（かかりつけ医）にご協力をいただき、スムーズに地域の中核病院への精密

検査・フォローを受けられる仕組みづくり 
 
本年度セミナーシリーズの告知および沖縄支部開催セミナー参加へのご協力 
 
参考資料１：オンラインサロンの様子 

 



参考資料２：4 月 30 日セミナーちらし 

 
 




